
●入社から現在までの仕事内容を教えてください。

●会社を選んだ理由は？

●仕事のやりがい・魅⼒は？

⽥村建材は地域社会への貢献、地元密着を基本姿勢とし、常に先をみつめグローバルな視野に⽴ち、未来の担い⼿である若者が希望と誇りを持って働ける職場
環境づくりを目指しています。私たちの仕事は決して⼀⼈で完結できるものではありません。多くの⼈々と⼒を合わせ進んでいきます。地元の復興にも同じことが⾔え
ると思います。次世代に向けて、私たちと⾏動を共にしてみませんか。

障がい者雇⽤優良
― ⼥性活躍推進

募集
予定
職種

建築施工管理田村建材株式会社
建設業 ユースエール認定

― 次世代育成支援
― 新規⾼卒者雇⽤優良

―

―

代表取締役　⽥村　哲朗

ここが
自慢

いろいろな工種を経験できる
専門工事業です。

⼈の
魅⼒

地元を愛し、地元から信頼される企業
です。 仕事の成果がしっかりと評価されます。働く

魅⼒

学生の皆様へ ／

わが社のセールスポイント

本社所在地
設⽴年度

会社
概要

http://tamurakenzai.co.jp

0246-26-3121
86 名(男性： 66名、⼥性： 20 名）

「築くこと、すべてに感動品質を－」

⽥村建材は、建設業の大臣許可を得て内装仕上工事、屋根工事、防水工事等の各種専門工事を
⾏っております。お住まいのリフォームに関する工事もお引き受けしております。また、50社以上の大⼿
メーカーや商社等と代理店・特約店契約を結び、お客様に⾼品質の商品を常に提供しております。

資本⾦
年商
ホームページ

経営者（代表者）メッセージ

福島県いわき市内郷綴町⾦⾕1-7〒 973-8403

54億5,600
万円
万円

従業員数
電話番号
採⽤担当者 総務部　馬上　⼀仁

1963年1⽉14⽇
4,500

⾼校在学中に東⽇本大震災を経験し、将来的に建築を通して自分が生まれ育った福島県(いわき市)の復興の⼒になりたいとい
う思いから、大学で建築を学び、就職活動時に⽥村建材の存在を知り理念や姿勢に共感し、この会社で働きたいと思いました。

⼊社1年目は先輩社員と多くの建築現場へ同⾏し業務全般の流れを学習し、2年目からは現場への資材の搬⼊、現場の安全
確認、職⼈さんへの指示、工事写真の撮影、お客様との打ち合わせ、使⽤資材の積算業務を幅広くこなすようになりました。

企業全体の情報 前年度採⽤実績

募集状況

0

⼥性 0 ⼈ 0 ⼈ 0 ⼈

0

２年度 ３年度
新卒者等(既卒3年以内)

 160,000

名前：
2016年⼊社：

 180,000

渡邊　健太

自己啓発
支援制度

キャリアコンサル
ティング制度 社内検定制度 無

管理職

1

○

業務上必要な資格について取得費⽤の全額補てん

（　有　・　無　）

メンター制度 （　有　・　無　）

⼈ 前年度の有給休暇
の平均取得⽇数⼈ 1

新⼊社員研修、外部による6か⽉間のフォロー研修、安全教育

採⽤者数

男性

⼈

0

○

⼈ 0 ⼈

通勤費補助有り

休　⽇

福利厚生

7.1

いわき市、郡山市、福島市、白河市、東京（勤務地は本⼈の希望を優先）

諸⼿当    20,000    20,000    20,000    20,000    20,000    20,000時間

社会保険、財形貯蓄制度、退職⾦制度、確定拠出年⾦、社員旅⾏制度

合計  220,000  200,000  180,000  180,000  180,000  200,000

備　考

就業場所⼈

研修制度

7 ⽇／年

1 ⼈

基本給  200,000  180,000  160,000合計 1

離職者数

有給休暇、育児休暇、介護休暇、看護休暇等休  暇⽇曜、祝⽇、第2・4⼟曜、年末年
始等を含め年間休⽇105⽇

％ ％20 6.8役員・管理職の⼥性割合 役員

初任給
前年度の⽉平均
所定外労働時間

⼈

0

⼈

⽉平均

前年度の
育児休業
取得状況

取得者数

1 ⼈

0 ⼈

⼥
性

⼈ 1 ⼈

○

男
性

募集学歴

【円】 大学院 大学 短期大学 ⾼等
専門学校 専修学校 職業能⼒開発

総合大学校

協⼒会社の職⼈さんたちとコミュニケーションをとりながら、工事にかかわるいろいろな⽅と⼒を合わせ⼀つの工事を完成させ、会社
のキャッチコピーにもあるようにお客様に感動品質をお届け出来た時に達成感を感じます。

先輩社員インタビュー

1

出産者数

所属： 営業2課

正社員の募集
定着状況

前年度
歳49平均勤続

年数 16 年 従業員の
平均年齢

 160,000

写真①

社屋、社員、製品等

※働くイメージがしやすく学生に響く

写真を

お願いします。

写真②

先輩社員

大学院 大学

⾼等専門学校

短期大学

専修学校 職業能⼒開発総合大学校


